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   村越祐民市長に対し、人が過密になる市民交流スペースを廃止する

など、感染症対策に万全を期す観点からフロアレイアウトを見直す

よう求める決議について 
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村越祐民市長に対し、人が過密になる市民交流スペースを廃止するな

ど、感染症対策に万全を期す観点からフロアレイアウトを見直すよう

求める決議 

 

本市が進めてきた新第１庁舎の建て替え工事について、村越祐民市長は昨年

８月に突如、「１、２階のフロア中央に階段を設置する追加工事を約１億５，

０００万円かけて実施する」との変更案を発表した。これを踏まえ本市は、７

月２２日の新第１庁舎の建て替え工事完了後、直ちに中央階段を設置するため

の追加工事を実施するとともに、１階と２階に市民交流スペースを設置する方

針を示した。村越市長の説明によると、この市民交流スペースとは、「用事が

ない人でも市役所に来ていただけるよう」「さまざまなしつらえをした」とい

うものであり、「５０年先を見据えて今でき得る 良の仕様とした」「そのた

めに中央階段が必要」とのことであった。 

確かに、感染症の脅威がない社会を前提にすれば、それも１つのアイデアと

言えるのかも知れない。しかしながら、世界を取り巻く今日の状況は、“ステ

イホーム（家で過ごそう）”と“ソーシャルディスタンス（社会的距離）”が

合言葉となっており、出勤や旅行ですら、時に憚られることから、「用事がな

い人でも市役所に来ていただけるよう」な状況でないことは言うまでもない。

また、緊急事態宣言が解除されたとは言え、第三波とも呼ばれる感染拡大が襲

来している現実を鑑みれば、より一層、感染症の脅威を常に念頭に置いた行政

運営を心掛けることはもちろんのこと、新庁舎のハード面についても同様の視

点から改めていく必要があることは明らかである。 

令和２年度当初予算においては、「用事がない人にも市役所に来ていただけ

るよう毎月イベントを実施する」ための費用まで計上されていることが判明し

たが、市民に対し不要不急の外出を促し、市役所において人を密にする状況を

意図的に作り出すために市が税金を投ずることなど許されるはずはない。よっ

て、そのために必要とされる市民交流スペースの設置は直ちに見直すべきであ

る。残念なことだが、中央階段や市民交流スペースは、「５０年先を見据えた



良の仕様」とは到底かけ離れた、１年先をも想定できなかった無用の長物に

他ならないと指摘せざるを得ず、新第１庁舎の中央階段設置追加工事を何ら見

直すことなく進めたことに市民からの理解は得られないものと考える。 

よって、本市議会は、村越祐民市長に対し、人が過密になる市民交流スペー

スを廃止するよう要請する。感染症対策に万全を期す観点からフロアレイアウ

トを見直すべきである。後世における市民からの評価に耐えられるよう、今こ

そ決断すべきである。 

以上、決議する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 村越祐民市長に対し、人が過密になる市民交流スペースを廃止するなど、感

染症対策に万全を期す観点からフロアレイアウトを見直すよう求めるため本決

議を提案するものである。  


